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◇諏訪　有香里さん（東多久町別府一区）
す　わ　　   ゆ　か　り 

◇藤田　優花さん（北多久町メイプルタウン）
ふじた　　   ゆうか 

◇野口　清昭さん（西多久町板屋上）
の  ぐち　　きよあき 
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◇山田記予美さん（西多久町宿） 
やまだ    き　よ　み
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2008 年
３月、第

44 回

全国学生
書道展（

創玄

書道会主
催）で、

全国

３位とな
る大賞を

２年

連続で受
賞。全国

規模

の大会で
3 回目の

上位

入賞。

農業、環境、食への思
いや体験をつづる毎日
新聞主催の『2008 年
毎日農業記録賞』に応
募し、高校生部門で県
トップの優良賞を受賞。

創意工夫した農業経営
や環境に配慮した生産
などに取り組む農業者
や組織を表彰している
佐賀農業賞（県主催））
で 2007 年度『元気な
農業経営部門・新規就
農の部』で優良賞受賞。

多久聖廟創建300年祭
の一環として初めて市
外にも参加を呼びかけ
て行った第15回多久市
論語カルタ大会『一般
の部』の初代チャンピ
オン。

　保育園の頃、お母さんの勧めで
習字を習い始め、5年になります。
１年生の時、初めて入賞し、その
後、だんだん大きな大会の上位で
入るようになりました。日本で一番
大きな書道団体の創玄書道会で大賞
に入った時は、みんなに「すごいね」
と言われ、家族の期待にも応えられて
とても嬉しかったです。いつも熱心に指導してくださる
先生のおかげだなぁとも思いました。腕を磨く全国の人
達と競い合うようになって、プレッシャーもあるけど、
喜んでくれる人が大勢なので、もっと上位や目指す団体
の賞にも輝きたいです。
　学校では、体育や図工が好き。新しい年は、6年生にな
り、生まれ年の丑年なので、昇段試験で特待生に合格し
たいし、佐賀県の強化選手になっている柔道も頑張り、
学校の勉強と習い事を両立させ、体と心を鍛えながら、
今できることを楽しみたいです。
　そして、多久市は自然がたくさんあ
るから、このままであってほしいです。

　佐賀農業高校生産科学科の3年生で、
水田作物と野菜を勉強しています。
叔父が営む農業に興味があり入学。
実習が多い授業は、日々新鮮です。
農作物ができるまでの手間隙の多
さに驚いた時、大切なことを気付
かされた思いでした。
　応募のきっかけは、2年生の夏休み
に参加した米国派遣農業研修で感じた数々があった
ことと、先生の勧めでした。タイトル「農業高校で学ぶ」は、
後継者が育つ農業教育や地産地消、環境保護を意識した
農業生産法などの提案、そして、授業で知った発展途上
国の現実に描く私の支援などをまとめたものです。その
思いが届き、とても嬉しかったです。
　卒業後に進む大学の環境園芸学科では、さらに農業の
知識を深められるのが楽しみ。農家実習は多久で実現
したいし、海外支援が叶ったら、尊敬する高校
の先生みたいな指導者になるのが夢で、多久の
子供達や農業の未来に貢献できたら幸せです。

　40代後半で就農し、施設栽培の
キュウリ生産に取り組んで 4年に
なりました。体が資本となる農業
は、土や作物のエネルギーが自分
を健康にしてくれると信じ、サラ
リーマンから一転しましたが、
技術を磨き、力を注いだ分、成
果を上げることができ、やりが
いと奥深さを感じています。
　自然や経済環境の変化に対応したコスト低減と収量
アップで、より「安心・安全」な生産に、部会のみなさ
んとエコ栽培に取り組んでおり、初心忘れず、選んだ道
で成功することが、お世話になったたくさんのみなさん
への恩返しと思っています。賞をいただく経営ができ、
みなさんの数々の言葉はとても励みになりました。
　多久の農地を無駄にせず、生産力のある農業経営にも
後継者が増えるよう、環境づくりや情報提供に、市とし
てもさらに力を入れていただき、私もそのお手本や一助
となれるよう、これからも精進したいと思います。

　家庭と仕事を両立しながら、子供の成
長を楽しみにする母親です。
　論語を覚えたのは、小学１年の次男
に夏休み前、学校から渡された１から
20まで書かれたカルタの音読カード
でした。毎日の音読でいつの間にか
覚えた我が子に「すごい」と思った
のがきっかけでした。その後、全部
を長男、次男はすっかり覚え、聞く立場の
私も記憶。5歳の末っ子までもがスラスラです。市の大会
を初参観した１年前、他校の早業の子供達や雰囲気に圧
倒。その頃、購入し眠っていたカルタが我が家では今、
大活躍です。親子で楽しみ、子供達は夢中で取り合います。
　15回大会は、親子で参加したもので、私は思いがけな
く優勝でき、おめでとうの声をたくさん頂きました。こ
の感動を子供達にも体験させてあげたく、論語教育の素
晴らしさも感じます。新しい年も家族仲良く、無病息災。
子供達が安心して学べる教育環境、そして将来も住みた
い町であってほしいです。
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